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(百万円未満切捨て)

１．2022年３月期第１四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第１四半期 1,222 2.9 0 △96.8 △3 ― △12 ―
2021年３月期第１四半期 1,187 △8.4 8 △7.5 0 △89.5 △7 ―

(注)包括利益 2022年３月期第１四半期 △12百万円( ―％) 2021年３月期第１四半期 △3百万円( ―％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第１四半期 △1.10 ―

2021年３月期第１四半期 △0.63 ―
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第１四半期 5,361 1,168 21.8

2021年３月期 5,305 1,206 21.8
(参考)自己資本 2022年３月期第１四半期 1,168百万円 2021年３月期 1,158百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 ― ― ― 0.50 0.50

2022年３月期 ―

2022年３月期(予想) ― ― 1.00 1.00
　

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 2,500 13.9 40 427.0 30 ― 20 ― 1.70

通期 5,100 15.9 90 198.3 70 289.6 40 ― 3.40
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期１Ｑ 12,317,000株 2021年３月期 12,317,000株

② 期末自己株式数 2022年３月期１Ｑ 549,004株 2021年３月期 549,004株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期１Ｑ 11,767,996株 2021年３月期１Ｑ 11,767,996株
　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
(将来に関する記述等についてのご注意）
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である
と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績
予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「(3)連結
業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、昨年来続く新型コロナウイルス感染症の収束が見られない中、

緊急事態宣言が幾度となく発出され、厳しい経済状況が続きました。今後は、ワクチン接種が進むことにより、

徐々に国内経済の停滞感は払拭される見通しではありますが、景気の先行きは予断を許さない状況にあります。

このような事業環境の下、当社グループの主たる事業である建設・梱包向のうち建設向は第１四半期における新

設住宅着工戸数は22.1万戸（前年同期間比8.1%増）となり、本格回復には未だ時間を要するものの、新型コロナウ

イルス感染症の収束を見据えて、持家・貸家を中心に増加傾向に転じています。一方、電気・輸送機器向ネジは、

連結子会社である株式会社ナテックの当第１四半期において、自動車向で半導体不足の影響もありましたが、概ね

堅調に推移しました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、1,222百万円（前年同四半期1,187百万円、2.9%増）、その内

訳は建設・梱包向は33百万円増（3.9%増）、電気・輸送機器向は0百万円増（0.1%増）となりました。

売上総利益は、195百万円と前年同四半期に比べ16百万円（7.8%減）の減益となり、これは、建設・梱包向で継続

して製造コストの削減に努めましたが、製造に係る固定費を吸収できなかったことが原因として挙げられます。営

業利益は、販売費及び一般管理費の低減に努めたものの、0百万円（前年同四半期8百万円）となりました。経常損

益は、一部雇用調整助成金の活用等にて収支対策を行いましたが、3百万円の損失（前年同四半期0百万円）となり

ました。また、親会社株主に帰属する四半期純損益は、法人税等6百万円を差し引き、12百万円の損失（前年同四半

期7百万円の損失）となりました。

(建設・梱包向)

建設・梱包向セグメントは、新型コロナウイルス感染症の影響が長引く中、釘を多く使用する2×4等の木造住宅

着工戸数は、前年同四半期に比べ、大きく改善することなく需要環境は厳しい状態が続いています。利益面は、販

売価格の改定が予定通りに進まず、変動コストの低減、海外ＯＥＭ品と国内生産品との比率変更により材料価格の

抑制を実施しましたが、固定費を吸収するには至らず、その結果、当セグメント売上高は、903百万円と前年同四半

期に比べ33百万円増（3.9%増）となりましたが、セグメント利益は前年同四半期に比べ7百万円減の26百万円となり

ました。

(電気・輸送機器向)

電気・輸送機器向セグメントは、連結子会社である株式会社ナテックの当第１四半期は、メインユーザーの自動

車業界で、電気自動車やハイブリッド車関連のバッテリーや自動化に伴うモーター関連において、国内外共にライ

センス品や特殊ボルトの需要が堅調に推移しました。利益面では、昨年度の一過性のコスト減少の反動により減益

となりました。この結果、当セグメントの売上高は、321百万円と前年同四半期に比べ0百万円増（0.1%増）となり、

セグメント利益は前年同四半期に比べ2百万円減の22百万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

・資産、負債及び純資産の状況

（資産）

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、5,361百万円（前連結会計年度末［以下「前年度末」という］比56百万

円増）となりました。流動資産は、前年度末に比べ100百万円増加し、3,302百万円となりました。これは、受取手

形及び売掛金が114百万円、商品及び製品が16百万円増加し、その他が28百万円減少したこと等によるものでありま

す。固定資産は、前年度末に比べ44百万円減少し、2,059百万円となりました。これは主に有形・無形固定資産の減

価償却費が42百万円であったこと等によるものであります。

（負債）

負債合計は、前年度末に比べ93百万円増加し、4,192百万円となりました。流動負債は、前年度末に比べ169百万

円増加し、2,848百万円となりました。これは支払手形及び買掛金が前年度末に比べ64百万円、短期借入金が21百万

円、また、その他が46百万円増加したこと等によるものであります。固定負債は、前年度末に比べ75百万円減少し、

1,344百万円となりました。これは、長期借入金が前年度末に比べ42百万円、役員退職慰労引当金が28百万円減少し

たことによるものであります。有利子負債（短期借入金、長期借入金）は前年度末に比べ21百万円減少し、2,876百

万円となりました。
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（純資産）

当第１四半期連結会計期間末の純資産は、前年度末に比べ37百万円減少し、1,168百万円となりました。これは、

当第１四半期連結会計期間の親会社株主に帰属する四半期純損失が12百万円、剰余金配当が5百万円であり、連結子

会社である株式会社ナテックの株式を追加取得したことに伴い、前年度末の非支配株主持分47百万円が減少し、資

本剰余金が30百万円増加したこと等によるものであります。この結果、自己資本比率は、前年度末から変わらず

21.8%となり、１株当たり純資産は98.42円から99.33円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第１四半期連結累計期間の業績は、建設・梱包向では、売上高は持家・貸家を中心に新設住宅着工は増加の兆

しが見え始め、今後、ワクチン接種が進むことにより個人消費等が活性化し需要は幾分回復するものと考えます。

利益面では輸入商品の仕入価格の高騰に対して、販売価格への転嫁が遅れており、第２四半期(累計)業績予想は需

要の一部回復と販売価格への転嫁を見込んでも当初予想を下回る見込みであります。

一方、電気・輸送機器向は、第２四半期以降も、需要は堅調に推移し、利益面では当初業績予想を上回る見込み

であります。

上記の状況によりまして、2021年５月10日に発表いたしました2022年３月期の第２四半期連結累計期間及び通期

の業績予想につきましては修正していません。

　



アマテイ株式会社(5952) 2022年３月期 第１四半期決算短信

4

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 636,121 628,051

受取手形及び売掛金 1,172,993 1,287,404

電子記録債権 160,079 180,394

商品及び製品 717,348 733,484

仕掛品 230,748 241,954

原材料及び貯蔵品 236,579 211,592

前払費用 12,280 12,730

その他 35,642 6,696

流動資産合計 3,201,792 3,302,308

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 653,239 640,364

機械装置及び運搬具（純額） 502,753 483,880

土地 733,542 733,542

その他（純額） 39,446 37,088

有形固定資産合計 1,928,981 1,894,876

無形固定資産

ソフトウエア 25,866 21,754

その他 0 0

無形固定資産合計 25,866 21,754

投資その他の資産

投資有価証券 38,798 36,993

長期前払費用 4,101 3,418

繰延税金資産 7,645 8,197

その他 110,444 106,202

貸倒引当金 △11,856 △11,841

投資その他の資産合計 149,134 142,970

固定資産合計 2,103,982 2,059,601

資産合計 5,305,774 5,361,910
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 537,413 602,219

電子記録債務 203,722 212,375

短期借入金 1,717,435 1,738,709

未払法人税等 7,750 9,476

未払消費税等 ― 25,489

未払費用 44,257 48,505

賞与引当金 22,345 18,366

その他 146,969 193,797

流動負債合計 2,679,893 2,848,938

固定負債

長期借入金 1,179,707 1,137,322

繰延税金負債 6,791 6,684

役員退職慰労引当金 43,320 14,847

退職給付に係る負債 186,402 181,643

資産除去債務 3,553 3,557

固定負債合計 1,419,773 1,344,054

負債合計 4,099,666 4,192,993

純資産の部

株主資本

資本金 615,216 615,216

資本剰余金 40,181 70,919

利益剰余金 537,109 518,285

自己株式 △49,068 △49,068

株主資本合計 1,143,439 1,155,352

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 14,816 13,563

その他の包括利益累計額合計 14,816 13,563

非支配株主持分 47,853 ―

純資産合計 1,206,108 1,168,916

負債純資産合計 5,305,774 5,361,910
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

売上高 1,187,591 1,222,577

売上原価 975,053 1,026,669

売上総利益 212,538 195,908

販売費及び一般管理費 204,348 195,649

営業利益 8,189 259

営業外収益

受取利息 2 1

受取配当金 690 515

雇用調整助成金 5,775 8,865

その他 936 864

営業外収益合計 7,404 10,247

営業外費用

支払利息 4,180 3,900

休業手当 6,941 7,180

その他 3,796 3,273

営業外費用合計 14,918 14,354

経常利益又は経常損失（△） 676 △3,847

特別損失

固定資産除却損 ― 80

特別損失合計 ― 80

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

676 △3,927

法人税、住民税及び事業税 5,350 6,976

法人税等調整額 86 △107

法人税等合計 5,436 6,869

四半期純損失（△） △4,760 △10,796

非支配株主に帰属する四半期純利益 2,657 2,143

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △7,417 △12,940
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

四半期純損失（△） △4,760 △10,796

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,071 △1,252

その他の包括利益合計 1,071 △1,252

四半期包括利益 △3,688 △12,049

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △6,345 △14,192

非支配株主に係る四半期包括利益 2,657 2,143
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2021年６月30日付で、連結子会社である株式会社ナテックの株式を追加取得いたしました。この結果、

当第１四半期連結累計期間において、資本剰余金が30,737千円増加し、当第１四半期連結会計期間末において資

本剰余金が70,919千円となっております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を当第１四半期連結会計期間の期首

から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見

込まれる金額で収益を認識しております。

なお、「収益認識に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号 2021年３月26日）第98項に定

める代替的な取扱いを適用し、商品又は製品の国内の販売において、出荷時から当該商品又は製品の支配が顧客に

移転される時までの期間が通常の期間である場合には、従来通り出荷時に収益認識しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高及び営業利益に与える影響は軽微であり、経常損失及び税金等調

整前四半期純損失に与える影響はありません。また、利益剰余金の当期首残高への影響もありません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が

定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表への影響はあ

りません。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症に関する会計上の見積り）

前連結会計年度の決算短信の（追加情報）に記載しました新型コロナウイルス感染症拡大に伴う会計上の見積り

について重要な変更はありません。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

調整額 合計

建設・梱包向
電気・

輸送機器向
計

売上高

外部顧客への売上高 869,450 318,140 1,187,591 ― 1,187,591

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― 2,739 2,739 △2,739 ―

計 869,450 320,880 1,190,330 △2,739 1,187,591

セグメント利益 34,117 24,373 58,491 △50,301 8,189

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 58,491

セグメント間取引消去 ―

全社費用(注) △50,301

四半期連結損益計算書の営業利益 8,189

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

調整額 合計

建設・梱包向
電気・

輸送機器向
計

売上高

外部顧客への売上高 903,122 319,455 1,222,577 ― 1,222,577

セグメント間の内部売上高
又は振替高

75 1,701 1,776 △1,776 ―

計 903,197 321,157 1,224,354 △1,776 1,222,577

セグメント利益 26,188 22,048 48,236 △47,977 259

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 48,236

セグメント間取引消去 ―

全社費用(注) △47,977

四半期連結損益計算書の営業利益 259

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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３．補足情報

（１）生産、受注及び販売の状況

① 生産実績及び仕入実績

当第１四半期連結累計期間における生産高及び仕入実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 生産高及び仕入実績(千円) 前年同期比(％)

建設・梱包向 802,452 △6.4

電気・輸送機器向 241,525 △7.4

合計 1,043,978 △6.6

(注) 1 金額は、生産高は製造原価、仕入実績は仕入価格によっており、セグメント間の取引については相殺消去して

います。

2 上記の金額には、消費税等は含まれていません。

② 受注実績

当第１四半期連結累計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高(千円) 前年同期比(％) 受注残高(千円) 前年同期比(％)

建設・梱包向 907,199 17.9 293,731 2.6

電気・輸送機器向 278,651 △3.6 100,339 32.1

合計 1,185,851 12.0 394,071 8.8

(注) 1 金額は、販売価格によっており、セグメント間の取引については相殺消去しています。

2 上記の金額には、消費税等は含まれていません。

③ 販売実績

当第１四半期連結累計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメント 販売高(千円) 前年同期比(％)

建設・梱包向 903,122 3.9

電気・輸送機器向 319,455 0.4

合計 1,222,577 2.9

(注) 1 金額は、販売価格によっており、セグメント間の取引については相殺消去しています。

2 当第１四半期連結累計期間における主な相手先別の販売実績および当該販売実績に対する割合は次のとおりで

あります。

相手先

前第１四半期連結累計期間
(自 2020年４月 1日
至 2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年６月30日)

金額(千円) 割合(％) 金額(千円) 割合(％)

大東スチール株式会社 220,511 18.6 210,396 17.2

3 上記の金額には、消費税等は含まれていません。

　


